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始二世代継続前向きコホート研究（大阪母子保健研究）参加者 1002 名（15-43 歳）のうち、
ベースライン調査、第 1 回（生後 2-9 か月時）ならびに第 2 回追跡調査（生後 16-24 か月









量が多く（オッズ比 0.65、95％信頼区間 0.55-0.78）、そして母乳摂取の合計期間が 6 か月
以上(オッズ比 0.53、95%信頼区間 0.34-0.84)の子どもは、16-24 か月時の野菜摂取が 1 日
1 回未満となるリスクが有意に低かった。この関連は、検討した他の要因の影響を調整して
も変わらなかった。また果物摂取との関連について検討したところ、母親の年齢が高く、
高学歴、高年収、ならびに妊娠中の果物摂取量が多い母親をもつ子どもは、16-24 か月時の
果物の低摂取リスクが有意に低かった。	 
	 
【結論】	 
乳児期における 6 か月以上の母乳摂取は、幼少期の野菜の低摂取予防に寄与することが
示唆されたと同時に、母親の学歴、妊娠中の野菜・果物摂取は、子どもの野菜・果物摂取
に関連する重要な共通要因であることが明らかとなった。	 
	 
 
